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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 8,190 26.1 1,678 98.2 1,767 93.7 1,266 106.0

2021年3月期第2四半期 6,495 △19.9 847 △42.8 912 △39.1 615 △43.5

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期 1,541百万円（132.9％） 2021年3月期第2四半期 661百万円（△30.9％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 54.19 －

2021年3月期第2四半期 26.33 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 22,257 16,942 73.0

2021年3月期 20,536 15,738 73.4

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 16,245百万円 2021年3月期 15,076百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 － 6.00 － 12.00 18.00

2022年3月期 － 14.00

2022年3月期（予想） － 14.00 28.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 16.8 3,000 39.4 3,200 36.0 2,200 37.6 94.14

１．2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Ｑ 23,606,573株 2021年3月期 23,606,573株

②  期末自己株式数 2022年3月期2Ｑ 225,419株 2021年3月期 236,903株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Ｑ 23,374,591株 2021年3月期2Ｑ 23,357,171株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

         新規　 － 社　（社名）　　　　　　　　　 、　　 除外　 － 社　（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の回復に伴い製造業の一部で景気の持ち直しの動き

が見られたものの、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた度重なる活動制限の影響で個人消費や雇用・所得環

境は一進一退の状況で推移するなど、依然として先行きが不透明な状況にあります。

　海外においては、ワクチン接種が先行する欧米地域で経済活動が正常化しつつあり、ハイペースでの景気回復が

見込まれる一方、中国やアジア新興国地域では各国政府による活動制限策や投資抑制策の影響で景気下振れリスク

が高まるなど、景気回復の度合いが二極化しているように見受けられます。

　鉱工業生産は、世界的な半導体不足や資源・エネルギー価格上昇の影響を受け、一時的に足踏み状態となってい

るものの、製造業における設備投資は世界的な景気回復を背景に堅調に推移しています。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、「深化と探索による成長への助走」をテーマとした新中

期経営計画の初年度を迎え、省エネルギー・省資源、脱炭素化と持続可能な社会への貢献を使命とし、コア事業で

ある断熱材事業の基盤強化と安定した収益の確保、新規事業分野や成長分野の育成に取り組んでおります。

　当第2四半期連結累計期間の売上高は、前年度の新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う低迷から回復し、

各種工業炉向け製品及び自動車・半導体関連製品の販売が増加した結果、81億90百万円（前年同期比26.1％増）と

なりました。

　利益面においては、断熱関連事業における売上増加の影響により、営業利益は16億78百万円（同98.2％増）、経

常利益は17億67百万円（同93.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億66百万円（同106.0％増）とな

りました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（断熱関連事業）

　各種工業炉向けを中心とした断熱関連製品及び自動車・半導体関連向けのセラミックファイバー製品の売上増加

により、当第2四半期連結累計期間の売上高は77億6百万円（前年同期比28.6％増）となりました。

（その他事業）

　機能性セラミックス製品及び環境緑化製品の売上が増加しましたが、建設関連資材の売上減少により、当第2四

半期連結累計期間の売上高は4億83百万円（前年同期比3.8％減）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループの業績予想につきましては、2021年9月17日公表のとおりであります。

　なお、当社は利益配分につきましては持続的成長と中長期的な企業価値の向上を目指し、様々なリスクへの対応

力を強化するため、強固な財務基盤を構築した上で株主の皆様に業績に応じた適正な配当を実施することを基本方

針としております。当中期経営計画期間（2022年3月期～2024年3月期）は、連結配当性向30％を目途として利益還

元を行うことを配当方針に掲げております。

　この方針をもとに当期の業績や財政状況を勘案した結果、本日、「剰余金の配当（中間配当）及び配当予想の修

正に関するお知らせ」を公表いたしました。

　なお、上記予想は今後の当社の事業を取り巻く環境の変化により予期せず変動する可能性があります。開示すべ

き重要な事象等が生じた場合には速やかに公表いたします。

- 2 -

イソライト工業㈱（5358） 2022年3月期 第2四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2021年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,857 5,406

受取手形及び売掛金 3,758 3,953

電子記録債権 1,036 887

商品及び製品 1,673 1,678

仕掛品 442 357

原材料及び貯蔵品 630 661

その他 297 421

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 11,691 13,362

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,537 2,140

機械装置及び運搬具（純額） 1,325 2,551

土地 1,669 1,690

その他（純額） 1,988 239

有形固定資産合計 6,521 6,621

無形固定資産 273 318

投資その他の資産

投資有価証券 1,218 1,191

繰延税金資産 164 139

その他 740 703

貸倒引当金 △73 △79

投資その他の資産合計 2,050 1,955

固定資産合計 8,845 8,895

資産合計 20,536 22,257

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2021年9月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 828 1,185

電子記録債務 297 323

短期借入金 580 519

未払法人税等 307 383

賞与引当金 369 348

事業構造改善引当金 168 －

その他 870 1,211

流動負債合計 3,423 3,971

固定負債

長期借入金 400 425

その他の引当金 4 3

退職給付に係る負債 652 637

その他 317 277

固定負債合計 1,374 1,343

負債合計 4,798 5,315

純資産の部

株主資本

資本金 3,196 3,196

資本剰余金 2,255 2,257

利益剰余金 9,551 10,537

自己株式 △102 △97

株主資本合計 14,900 15,894

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 493 471

為替換算調整勘定 △334 △134

退職給付に係る調整累計額 15 13

その他の包括利益累計額合計 175 350

非支配株主持分 661 697

純資産合計 15,738 16,942

負債純資産合計 20,536 22,257

- 4 -

イソライト工業㈱（5358） 2022年3月期 第2四半期決算短信



（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間
(自　2020年4月 1日
　至　2020年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　2021年4月 1日

　至　2021年9月30日)

売上高 6,495 8,190

売上原価 4,039 4,751

売上総利益 2,455 3,438

販売費及び一般管理費 1,608 1,760

営業利益 847 1,678

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 16 16

受取賃貸料 5 5

受取ロイヤリティー 20 22

持分法による投資利益 17 23

助成金収入 13 15

その他 17 21

営業外収益合計 96 110

営業外費用

支払利息 5 4

休止固定資産減価償却費 6 7

為替差損 5 3

固定資産除却損 6 0

その他 6 5

営業外費用合計 31 21

経常利益 912 1,767

特別損失

新型コロナウイルス感染症による損失 10 －

特別損失合計 10 －

税金等調整前四半期純利益 901 1,767

法人税、住民税及び事業税 238 434

法人税等調整額 20 18

法人税等合計 259 452

四半期純利益 642 1,314

非支配株主に帰属する四半期純利益 26 47

親会社株主に帰属する四半期純利益 615 1,266

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第2四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間
(自　2020年4月 1日
　至　2020年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　2021年4月 1日

　至　2021年9月30日)

四半期純利益 642 1,314

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 98 △21

為替換算調整勘定 △96 241

退職給付に係る調整額 17 △1

持分法適用会社に対する持分相当額 0 9

その他の包括利益合計 19 227

四半期包括利益 661 1,541

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 637 1,441

非支配株主に係る四半期包括利益 24 100

（四半期連結包括利益計算書）

（第2四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内

販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合は、

出荷時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。これによる、四半

期連結財務諸表への影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありま

せん。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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